
　１．北海道（地域別調査機関：（株）北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる － －
やや良くなる 商店街（代表者） ・今年度は前半が天候に恵まれ、特に農業・酪農、牧草や畑

作が非常に良くなっているため、農業関係が昨年よりずっと
良い状態で、全般に関連企業も良くなっている。

百貨店（売場主任） ・ここ数か月、客の買物の様子等をみると、以前よりも圧倒
的に、必要な物は買う、必要でない物もついでに買うという
傾向がみられる。買上単価も上昇しており、買物の仕方も考
え方も非常に変わってきているのが敏感に感じられる。

百貨店（販売促進担
当）

・客単価の上昇等、顧客の買上に変化がみられてきた。

コンビニ（エリア担
当）

・今年の夏は暑くなりそうなため、それに伴う消費が増え
る。

コンビニ（店長） ・７月１日から、北海道で初めてＩＣカードを用いた、電子
マネーによる決済が可能となるため、固定客の増加につなが
る強い武器になることが見込まれる。単価の増加は望めない
が、利用頻度のアップにつながり、若干の来客数増を見込ん
でいる。

家電量販店（地区統括
部長）

・例年以上に暑いことが予想されるため、季節商品・白物商
品が活発化しそうだ。

高級レストラン（経営
者）

・いつもの年より、６月の客数が多くなっているので、先行
きも期待できる。

一般レストラン（ス
タッフ）

・最近は消費単価の高い60歳以上の年代の利用が多く、売
上・単価アップにつながっている。今後この傾向が外食産業
に好影響をもたらす。

観光型ホテル（経営
者）

・本格的な観光シーズンの到来であるが、海外渡航客の増加
が懸念材料である。自然探勝を目的とした個人客や企画もの
の道外客の増加を期待している。消費単価面でも、かにやメ
ロン等の地場産品に上昇機運がみられる。

観光型ホテル（スタッ
フ）

・本格的な観光シーズン入りと景気の上昇とともに、道外客
の伸びが顕著となっている。

旅行代理店（従業員） ・高単価商品の販売が好調であり、既に秋以降の商品や年末
の旅行相談もあって個人消費が上昇傾向にあると感じる。

変わらない 商店街（代表者） ・この夏は暑くなるということで、残暑が続くとすると、９
月後半の秋物の動きに影響が出てくる。

百貨店（売場主任） ・夏物の動きがまだ不透明であるが、単価が落ちている部分
がある。７～８月は、観光客の入りが鈍いと予想されてい
て、土産品を含めて厳しい。

スーパー（店長） ・これまでの道内企業の業績不振の声に加えて、例年のよう
にボーナスが出ない等の声も聞こえているので、期待感は薄
い。

スーパー（店長） ・競合環境の激化による価格競争の一層の進行や、年金問題
に代表される将来不安に伴う消費縮小があり、今後も変わら
ない。

コンビニ（エリア担
当）

・昨年は、発泡酒の駆け込み需要の反動や冷夏の影響があっ
たため、前年比では良くなると思うが、実際の状況は変わら
ない。

コンビニ（エリア担
当）

・競合店の増加に加えて、公共工事の増加や所得の増加が見
込めない状況で、プラス要因が何もないため、今後の景気の
上昇は見込めない。

衣料品専門店（店長） ・当店の客層は年配の方が多いので、年金の心配や将来の安
定がないということから不安を持つ人が多い。

乗用車販売店（従業
員）

・景気が上向く要素が全くない。ボーナスも思うように出て
いないので、この状態がしばらく続く。

乗用車販売店（従業
員）

・来場数も昨年より少なくなっているが、特定のメーカーの
車だけを買う人が多くなっている。

住関連専門店（経営
者）

・良くなる要素が全くない。近くにパチンコ店が開店する予
定であり、商店街としての機能がますます薄れる。

住関連専門店（営業担
当）

・消費税の総額表示と、消費者にとって老後の大きな問題で
ある年金制度が先行き不透明であるため、消費欲が減退して
いる。また、夏のボーナスも消費アップにつながらなかっ
た。

その他専門店［医薬
品］（経営者）

・景気は下げ止まりそうだが、顧客は倹約習慣を持ってし
まったようだ。

家計
動向
関連



高級レストラン（ス
タッフ）

・先の予約は前年と比べて件数が増えているが、単価が低く
売上につながりにくい。

旅行代理店（従業員） ・周りの業界では、景気回復に目覚ましいものがあるようだ
が、漁業・製紙・石炭・公共事業への依存で成り立っていた
当地区は、景気回復への遅れが相当みられる。

旅行代理店（従業員） ・低価格のものは安定的だが、販売額に大きな期待が持てな
い。

旅行代理店（従業員） ・夏旅商戦に期待していたが、今現在動きは低迷している。
２～３か月先を見通しても現段階では改善要因が見つからな
い。

観光名所（職員） ・タクシーの空車率が以前と変わらず、改善する傾向が全く
みられない。

その他レジャー施設
（職員）

・地元プロ野球チームの成績に大きく左右される。リーグ３
位以内に入り、プレーオフに出場できれば売上は伸び、欠場
の場合には大きく下がる。

美容室（経営者） ・売上が固定化してきて、大きな変化がみられない。
設計事務所（所長） ・民間の設備投資は我慢の限界にきていて､多少景気回復の

兆しが見えたところで､需要となって表れているようだ。し
かし､現実の資金には、銀行融資を含め、まだ厳しいものが
あり､バブルの時のような加速感がない。

住宅販売会社（従業
員）

・あまり状況的には変わらない。原料も、需要が少ないのに
価格が上がってきている悪い状況である。金利の上昇によ
る、駆け込み需要もそれほどみられない。

やや悪くなる スーパー（店長） ・４月以降、販売量は下降気味のトレンドになっている。
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（経営
者）

・中国の石油消費が伸びており、当分原油高が続くとみられ
る。

旅行代理店（従業員） ・受注状況は好転していない。
タクシー運転手 ・これから祭り等もあり、観光客の入込も結構あるので、本

来なら良くなると思うが、観光バスやレンタカーでの移動が
増えており、タクシー観光の方へ客が回ってこない。

悪くなる コンビニ（エリア担
当）

・基幹産業の漁業も悪く、炭鉱の閉山以後、出ていた保証金
も今年一杯で打ち切られるため、先行きに対する人の不安が
非常に大きくなり、当然消費も少なくなる。

良くなる － －
やや良くなる 家具製造業（経営者） ・得意先の住宅関連会社からの受注が伸びている。

建設業（経営者） ・官民、土木・建築とも手持ち工事が増えており、人・物・
金の動きが今よりは活発になる。

輸送業（支店長） ・本州、特に関東地区が建築関係以外についても大変堅調な
こともあり、上期一杯は本州の物件に絡んだ業界・会社は順
調な推移が見込める。また輸入等は順調に推移しているの
で、輸入に携わっている企業は良い。一方、これらの分野に
かかわっていない業界はなかなか厳しい状況であり、道内で
はむらが出てきている。

輸送業（営業担当） ・好天に恵まれて農作物の生育状況が良好であるため、秋に
向けて期待できる。また紙パルプ製品は、東南アジア向けの
大幅な輸出増量計画がある。

通信業（営業担当） ・顧客・社内からも忙しいという言葉とともに、経費削減か
ら事業拡大へと積極的な話題が増えている。

金融業（企画担当） ・サービス業などでは人手不足の兆しがあり、また建設資材
の値上がりや金利先高感から住宅産業などが活気づくことが
期待できる。

その他サービス業［シ
ステムハウス］（経営
者）

・今以上の受注が見込める。

その他非製造業［機械
卸売］（従業員）

・札幌駅前周辺の大型ビルや、苫小牧の大型ショッピングセ
ンター、泊原発などの大型工事が始まり、鉄筋・鉄骨業者の
仕事が忙しくなる。

変わらない 金属製品製造業（経営
者）

・金属業界・金属製造業界にとっては、材料の値上げ等が前
に進む推進力を少し押さえている気がする。

金属製品製造業（統
括）

・商品の見積量が増えていない。

やや悪くなる 食料品製造業（団体役
員）

・原油価格の高騰や鉄鋼製品の値上げと消費動向への影響が
大きく、企業や家計動向は今後悪くなると見込まれる。

悪くなる － －
良くなる － －
やや良くなる 求人情報誌製作会社

（編集者）
・先々月あたりから、それまでずっと良くなかった建設関連
の求人が、少し復調してきている。

企業
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関連

雇用
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求人情報誌製作会社
（編集者）

・数年続いていた建設業の停滞が、ここ半年上昇に転じてお
り、更に伸び率がアップしている。参議院選挙後の動向をみ
る必要があるが、景気回復が本格的になってきたように感じ
る。

学校［大学］（就職担
当）

・会社の採用動向が好転しており、会社の採用が増えている
ことにより、景気が回復する。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・わずかながら求人数は増えているが、依然として専門分野
への派遣や高スキルを求める傾向が変わらない。

求人情報誌製作会社
（編集者）

・現在のところ、労働市場にインパクトを与える特別な要素
が見当たらず、求人件数の多くは中小・零細企業で推移して
いるものと考えられる。

求人情報誌製作会社
（編集者）

・夏期賞与に関する支給後の転職者動向が落ち着いて、一時
期の募集活性化に歯止めがかかってきた。また、サービス･
飲食系の業種以外は昨年との比較でも募集回転率が落ちてき
ている。

職業安定所（職員） ・一部にわずかながら回復基調があるものの、老舗書店や広
告社が閉鎖しており、全体的には今後も変化がない。

職業安定所（職員） ・新規求人数は増加しているが、全産業で増加しておらず、
管内の主要産業である建設業・食料品製造業では減少してい
る。

やや悪くなる － －
悪くなる － －
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